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 横倉雨水幹線への接続状況 

建設予定地南側には、２列の雨水幹線が並行して設置（図 7-5 参照）されており、クリ

ーンセンター側の雨水幹線（破線）は既に廃止されている。 

関係者からのヒアリング結果によると、幹線雨水排水路は建設予定地側の雨水幹線（実

線）が放流先となっている。また、雨水幹線排水路の放流部の管径を把握するために、放流

部から上流に４つ目のマンホールを確認したところ、下流側のヒューム管の直径がφ500 に

なっており、放流部のマンホールには 800×800mm のフラップゲート(写真 7-1 参照)が付

いていることが確認された（図 7-6 参照）。そのため、雨水幹線への放流部ではヒューム

管の管径がφ400 より大きくなっていると考えられる。 

この調査結果については小山市上下水施設課に報告し、建設当時の竣工図面の確認を依

頼した。 

その他、思川側にもう一つ放流口があり、ここにはφ500mm のフラップゲート(写真 7-2

参照)が付いていることを確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 7-1 放流部マンホール内のフラップゲート 800×800mm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 7-2 思川側の放流部マンホール内のフラップゲートφ500mm 

 

 

  

フラップゲート 800×800 

フラップゲートφ500 
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図 7-5 横倉雨水幹線周辺の雨水排水管の接続状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7-6 マンホールの位置   

放流部から上流に４つ目のマンホール 

放流部のマンホール 

思川側の放流部のマンホール 
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 流末の状況 

横倉雨水幹線の流末は、大きさが 4,000mm×4,000mm で事業用地南側を通って思川に流入

している。なお、思川側には逆流防止用の大型ゲート（水門）が設置されている（写真 7-3 

参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 7-3 横倉雨水幹線の流末の水門 

 

 建設予定地周辺の雨水排水状況 

 小山聖苑の排水ルート 

既存資料では、小山聖苑の排水ルートは建設予定地内幹線雨水排水路と読み取れる。現

況把握のため、小山聖苑側のマンホールを開け、流入・流出状況を確認した。 

調査の結果、小山聖苑の雨水の一部が幹線雨水排水路の最上流部の人孔（写真 7-4 参

照）に放流されていることが確認された。しかし、既存資料には設計当初の小山聖苑内の流

域区分図が無かったため、集水範囲は不明である。集水範囲を場内の排水路位置から想定

すると、図 7-7 のピンクの部分の雨水が集水され、放流されていると考えられる。 

なお、小山聖苑から建設予定地内の幹線雨水排水路への集水範囲は、今後検討を行い、再

確認するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 7-4 小山聖苑からの放流先人孔 

  

小山聖苑からの 
放流先の人孔 
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図 7-7 小山聖苑の想定流域区分図 

 

 市道の冠水状況 

建設予定地南側と北側の市道では、降雨時に道路が頻繁に冠水している。冠水箇所を図 

7-8 に示す。これは雨水排水用の排水施設が十分に機能していないためで、この要因として

は幹線雨水排水管の流下能力が小さく、敷地内の雨水を速やかに排水できていないこと、

また、道路の排水側溝の排水能力が低いこと等が考えられる。 

市道の排水対策等は小山市道路課の管轄になることから、情報を共有し、道路課におい

て検討を依頼した。小山市道路課では上流から冠水対策の整備を進めているとのことであ

る。 

なお、建設予定地西側の仮設道路西側にはアスカーブが整備され、敷地内の雨水が叢側

に流出しないようになっている。 

 

 道路の排水側溝の整備状況 

建設予定地南側の道路排水は、道路のクリーンセンター側に蓋付の U 字溝が整備されて

いる。一方、建設予定地北側の道路排水は、道路の中央清掃センター側に蓋付の U 字溝、

小山聖苑側に 300×300 のボックス状の排水路（集水桝無し）が整備されている。 

放流先人孔 

市道 4327 号 
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図 7-8 事業用地周辺の雨水排水状況 
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 雨水排水方法の検討 

 幹線雨水排水路の流下能力 

既存資料によると、幹線雨水排水路はヒューム管φ300～400mm の管渠が布設されており、下

流側φ400mm の縦断勾配はおよそ 3.0‰となっている。この場合の流下能力は、表 7-1 に示す

通り 0.114m2/s であり、令和３年３月現在の都市計画決定範囲約 2.0ha から発生する流出量

0.577m3/s の約 1/5 となっている。 

 

表 7-1 流量表（φ400） 

 

出典：「技術資料ヒューム管設計施工要覧」全国ヒューム管協会 

 

 小山聖苑分の排水ルートの設定 

小山聖苑内の雨水は、一部が建設予定地内の幹線雨水排水路に入ってきているが、現況の建

設予定地内の幹線雨水排水路にはそれを受け入れる能力はないため（上述の 1）)、新たな雨水

排水路を整備する必要がある。 

小山聖苑分の幹線雨水排水路の整備にあたっては、下記の３ルートが考えられる。 

① 建設予定地内の場内道路内に整備するルート（図 7-10 の西側ルートに接続させる。

水位レベルが異なるため、ポンプアップが必要。） 

② 小山聖苑敷地内において市道 4327 号線の道路排水に放流するルート（図 7-7 のピン
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クの部分の場内にマンホールポンプと道路側溝へ排水する排水路を整備する。小山市

道路課との調整が必要。） 

③ 既存の幹線雨水排水路の使用を継続するルート（建設予定地内の雨水排水については、

別途幹線雨水排水路の整備が必要。） 

 

 建設予定地内の排水ルートの設定 

建設予定地内の既設の幹線雨水排水路は排水能力が小さく、小山聖苑分を別ルート（上述の

②）で排水したとしても、建設予定地内の雨水を適切に排水できない状況である。建設予定地

内の雨水排水についても、新たな幹線雨水排水路を整備する必要がある。 

幹線雨水排水路の整備は、次の２段階に分けて整備することを検討した。 

 

 第一段階（第２期焼却施設竣工時）（図 7-9） 

：既存排水路である図 7-9 の東側ルートを利用することとし、排水できない部分の排水路を追

加整備する。なお、追加整備する範囲は横倉雨水幹線に直接放流が出来ないため、建設予定

地南西側に新設する雨水調整池（流域貯留施設）を経由し、既存の排水路とは別の場所に排

水口を整備して排水する。 

 

 最終段階（160t 焼却施設の解体跡地に整備する資源物ストックヤード竣工時）（図 7-10） 

：既設排水路（東側ルート）を一部敷地内部側に切り廻すとともに、新たに整備する資源物ス

トックヤードの西側道路部に排水路を追加整備する。 

 

なお、流末となる横倉雨水幹線は、小山市上下水道施設課の管理施設であるため、管路の接

続にあたっては上下水道施設課との協議が必要となる。また、協議の状況により、思川の河川

管理者等への確認も必要になると考えられる。 

排水ルートの設定については、今後の検討において、関係機関協議を行い、最終決定するも

のとする。 
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排水ルート 

調整池 

横倉雨水幹線 

西側ルート 

東側ルート 

図 7-9 幹線雨水排水路のルート図(第一段階) 
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排水ルート 

横倉雨水幹線 

調整池 

西側ルート 

東側ルート 

図 7-10 幹線雨水排水路のルート図(最終段階) 
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 幹線雨水排水路（西側ルート）の必要断面（管径） 

最終段階では、小山聖苑分は東側ルートの既設の排水路で排水し、建設予定地内の盛土部分

の排水は西側ルートで排水することを想定している。西側ルートとして新たに整備する幹線雨

水排水路の必要断面（管径）の算定を行った。 

 

 流出量の算定式 

   流出量の算定式は、以下の式を使用した。      

Ｑ＝1/360×Ｃ×Ｉ×Ａ （Ａ＝Ｑ×360÷Ｃ÷Ｉ）     

    Ｑ：流出量(m3/s)     Ｃ：流出係数(-)    

    Ｉ：降雨強度(mm/hr)     Ａ：排水面積(ha) 

 

 建設予定地の流出係数（Ｃ）  

・流出係数（Ｃ）：0.77 

：表 7-2 の工種別基礎流出係数の標準値より、建設予定地で想定される工種を①屋根、②   

道路、③芝・樹木の多い公園とみなし、建設予定地の緑地率が 15％であること（表 2-2）

から、①屋根の流出係数の最大値と②道路の流出係数の最小値の平均値が建設予定地面

積の 85％、③芝・樹木の多い公園の流出係数の平均値が建設予定地面積の 15％と仮定

し、下記の算定式に基づき流出係数を算出した。 

 1/2(0.95＋0.80)×0.85＋1/2(0.05＋0.25)×0.15＝0.77 

 

表 7-2 工種別基礎流出係数の標準値 

 

 

 

 

 

 

出典：「栃木県開発許可事務の手引」栃木県県土整備部都市計画課 

 

 降雨強度（Ｉ） 

雨水排水路の降雨確率年は５年とする。 

・５年確率降雨強度(流達時間 10 分)（Ｉ）：135.0mm/hr（表 7-3 参照） 

 

表 7-3 降雨強度式（確率５年）一覧表 

 

出典：「栃木県開発許可事務の手引」栃木県県土整備部都市計画課 
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 排水面積（Ａ） 

・最終段階における盛土面積（Ａ）：3.06ha 

 

 建設予定地内の盛土部分から排出される流出量（Ｑ） 

   Ｑ＝1/360×Ｃ×Ｉ×Ａ       

＝1/360×0.77×135.0×3.06      

＝0.884m3/s    

・盛土部分から排出される流出量（Ｑ）：0.884m3/s 

 

 幹線雨水排水路の必要断面（管径） 

   建設予定地内の盛土部分から排出される流出量を排水するための幹線雨水排水路の管径を 

表 7-4 の流量表で求めると、2.0‰でφ1000、3‰でφ900 となった。 

   2.0‰   3.0‰   

φ900     0.992m３/s  

φ1000  1.072m３/s 

 

表 7-4 流量表（φ900、φ1000） 

 

出典：「技術資料ヒューム管設計施工要覧」全国ヒューム管協会 
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 建設予定地内の造成地盤の排水勾配 

建設予定地内の造成地盤の表面には、排水のため東側か南西側に勾配を付けることになる。 

既設の幹線雨水排水路の勾配は、南北方向におよそ 0.2～0.3％、東西方向におよそ 0.2%と

なっている。そのため、建設予定地の最大高低差は、南北方向 58 ㎝(L＝230m)、東西方向 38 ㎝

(L＝190m)となると考えられる。 

なお、第１期焼却施設の造成形状は、元の地盤高より約 2.2m 嵩上げし、現況地盤高は 24.20m

となっている。 

 

 雨水調整池の設計 

 調整池容量 

 開発区域の規模（Ａ） 

開発区域は、建設予定地に小山聖苑の一部を足した面積を対象とする。 

  ・建設予定地及び小山聖苑の一部の面積    Ａ＝4.88ha 

   （建設予定地の面積：4.7ha 

小山聖苑の一部の面積（放流管の許容排水量から逆算した面積）：0.18ha） 

 

 許容放流量（Ｑｃ） 

開発区域からの許容放流量は、現況排水路（φ400、i＝3.0‰）（表 7-1）の許容排水量

0.114m3/s とする。 

    Ｑｃ＝0.114m3/s 

 

 降雨強度式（ｒ）  

降雨強度式は、開発区域の規模及び地域に応じて設定される。表 7-5 及び表 7-6 より、

開発区域の規模は５ha 未満であるため確率年は 10 年、降雨強度式は以下の式になる。 

       6,300 
  ｒ＝ 

     ｔ ＋ 30 

 

表 7-5 開発区域の規模による降雨強度式 

 

 

 

 

 

 

出典：「栃木県開発許可事務の手引」栃木県県土整備部都市計画課 
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表 7-6 降雨強度式（確率 10 年）一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「栃木県開発許可事務の手引」栃木県県土整備部都市計画課 

 

 許容放流量に対応する降雨強度（ｒc） 

許容放流量に対応する降雨強度は、次式により算出する。なお、ｆは開発区域の流出係数

で、P.73 の(b)建設予定地の流出係数（Ｃ）より、0.77 を用いる。 

   360 × Ｑｃ 

    ｒc＝ 

        ｆ  × A 

    ・降雨強度（ｒc） 

        360 × 0.114 
      ＝ 

        0.77  × 4.88 

           = 10.92mm/ha 

 

 調整池容量（Ｖ） 

調整池容量は、流入時間を変数とした流入容量の出し入れ計算により算出する。調整池

容量は以下のようになる。算出根拠を表 7-7 に示す。 

・調整池容量    Ｖ=2,776m3 

 

 調整池の型式 

調整池の型式は、整備コストが低く、メンテナンスも容易な「流域貯留方式」が最適と考え

る。 

 

 調整池の規模 

流域貯留方式の調整池の最大水深を 50 ㎝とした場合、調整池の面積は約 5,560m2 必要とな

る。 
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表 7-7 調整池容量の計算  

 

  
t（分） 


